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販
売
額
好
調
に
推
移

　

当
Ｊ
Ａ
生
産
部
会
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
平
成
30
年
度
の

定
期
総
会
が
１
月
22
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
産
の
経
過

で
は
促
成
・
半
促
性
型
に
つ
い
て
は
着
花
、
肥
大
は
順
調

で
例
年
比
早
い
共
選
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
30
年
販
売
実

績
で
は
面
積
は
45
・
１
㌶
、
生
産
量
は
４
，
６
３
４
㌧
で

前
年
比
89
・
７
㌫
の
低
水
準
と
な
っ
た
も
の
の
、
販
売
額

で
は
16
億
３
千
万
円
余
で
前
年
比
１
０
２
・
８
㌫
の
実
績

を
確
保
し
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
の
主
幹
作
物
の
一
つ
と
し
て

期
待
さ
れ
る
こ
の
品
目
は
単
位
当
た
り
の
収
益
性
も
高
く
、

平
均
単
価
で
は
３
５
２
円
、
収
量
は
10
・
３
㌧
、
10
㌃
当

た
り
の
収
入
は
３
，
６
２
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
部
会

活
動
で
は
イ
エ
ス
ク
リ
ー
ン
栽
培
の
継
続
、
新
規
部
会
員

の
巡
回
指
導
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
生
産
部
会
で
総
会

平成 30年度　美瑛町農協麦作生産部会共励会受賞者 新役員のみなさん

○　個人の部

区分 秋まき小麦（ゆめちから） 反収
（俵） １等率

ランク

賞 集団名 氏名 29年 30年

最優秀賞 東部第二 田辺　和宏 8.8 100.00% A A

優秀賞 瑠辺蘂第一 小木田匡之 9.6 89.35% C C

優良賞 北瑛第一 大西　智貴 8.4 76.50% A B

区分 秋まき小麦（きたほなみ） 反収
（俵） １等率

ランク

賞 集団名 氏名 29年 30年

最優秀賞 美沢 (有）ﾎｸﾄｱｸﾞﾘ 10.1 100.00% A C

優秀賞 新星第二 大場　幸郎 8.8 100.00% B A

優良賞 北瑛第二 村形勇樹雄 8.5 100.00% B A

区分 春まき小麦（春よ恋） 反収
（俵） １等率

ランク

賞 集団名 氏名 29年 30年

最優秀賞 北瑛第二 村形勇樹雄 6.9 100.00% A A

優秀賞 水沢 酒本　新一 6.6 100.00% B A

優良賞 水沢 栢木　浩二 6.0 100.00% A A

○　集団の部

区分 秋まき小麦（ゆめちから） 反収
（俵） １等率

ランク

賞 ブロック 集団名 29年 30年

最優秀賞 西 瑠辺蘂第一 8.4 81.74% C C

優秀賞 西 美馬牛 8.2 87.82% C C

優良賞 南 水沢 8.3 65.38% B C

特別賞 東 東部第二 7.6 60.41% B B

町平均 7.7 65.75% C C

区分 秋まき小麦（きたほなみ） 反収
（俵） １等率

ランク

賞 ブロック 集団名 29年 30年

最優秀賞 南 新星第二 8.0 99.06% A A

優秀賞 北 北瑛第二 7.6 96.15% B B

優良賞 南 水沢 7.6 97.10% B C

特別賞 北 美田 7.0 90.28% B C

町平均 6.7 91.65% B C

区分 春まき小麦（春よ恋） 反収
（俵） １等率

ランク

賞 ブロック 集団名 29年 30年

最優秀賞 南 水 沢 5.7 83.43% A B

優秀賞 西 美馬牛 4.8 88.81% A A

優良賞 北 北瑛第一 5.3 86.40% A B

特別賞 北 夕張 4.2 86.26% A A

町平均 4.5 74.36% A B

　

美
瑛
町
の
景
観
作
物
と
し
て
や
、
作
型
で
も

面
積
的
に
大
き
な
比
率
を
確
保
す
る
麦
作
生
産

部
会
（
山
本
賢
一
部
会
長
）
の
定
期
総
会

が
46
回
目
を
数
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
30

年
度
の
生
産
の
経
過
で
は
、
７
月
中
旬
の

大
雨
、
日
照
不
足
は
登
熟
後
半
の
子
実
の

充
実
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
、
穂
数
の

減
少
や
１
穂
粒
数
の
低
下
か
ら
減
収
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
小
麦
の
取
扱
い
作

付
面
積
は
、
秋
ま
き
小
麦
２
，
４
０
０
㌶
、

春
ま
き
小
麦
７
７
５
㌶
で
本
町
農
地
面
積

の
25
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。収
量
で
は「
き

た
ほ
な
み
」
６
・
８
俵
／
60
㌔
、
ゆ
め
ち

か
ら
７
・
４
俵
／
60
㌔
、
春
よ
恋
４
・
１
俵
／
60

㌔
と
振
る
わ
ず
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

◆ 事 業 方 針 ◆
・乾・湿害を克服する土づくりと輪作体

系の確立
・新たな施策による作付指標に基づいた

作付計画
・実需者の要望に応えられる良品質小麦

の安定生産
・新品種、作型による増収とコスト低減

に向けた生産技術情報の提供
・共同施設の効率活用とコンタミ回避に

向けた取組
・トレーサビリティに対応した「安全・

安心」の麦づくり
・GAP(生産工程管理)に基づいた基本技

術の管理と産地づくり
・販売体制の強化に向けた交流事業の実

施

麦
作
生
産
部
会
で
総
会

　　　　　　　　　　　　　　　　(敬称略)

役職 氏名 集団名

部会長 堀内　豊幸 東部第 2 集団

副部会長 小泉　哲也 美沢集団

監事 長谷川　宏 五陵集団

監事 菅原　弘行 二股集団

製
品
仕
上
げ
に
つ
い
て
は
１
等
Ａ
ラ
ン
ク
を
め

ざ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
新
年
度
事
業
計
画
で
は

主
力
品
目
と
な
り
つ
つ
あ
る
「
ゆ
め
ち
か

ら
」
は
道
内
で
生
産
さ
れ
る
品
目
と
し
て

は
、
市
場
性
も
高
く
熱
心
な
実
需
者
要
望

も
あ
る
こ
と
か
ら
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を

前
提
に
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
基
づ
い
た
産
地
づ
く

り
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
７
月
に
は
全

国
規
模
の
小
麦
普
及
活
動
事
業
が
本
町
で

開
催
さ
れ
、
美
瑛
産
小
麦
の
魅
力
を
発
信

す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
産
地
消
の
推
進
と
あ
わ
せ
有
利
販

売
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
ま
す
。
な
お
、
新

年
度
の
事
業
方
針
、
新
役
員
の
皆
さ
ん
は
別
記

の
通
り
で
す
。

新部会長に　
堀内　豊幸さん（藤野東和）
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　ＪＡ道中央会はこのほど、会員ＪＡや連合会か
らの報告を基に、道内ＪＡグループの組織や事業、
財務および収支の概要などを集計した「2018JA
要覧」（平成 29 事業年度）をまとめた。それによ
ると、正組合員数は前年に比べ 1.4％減少してお
り、減少率は前年に比べ 0.2 ポイント縮小したほ
か、前年減少に転じた准組合員数は同 0.9％増と
なり再び増加し、これによって、総組合員数は前
年度を 0.5％上回る 35 万 6,063 人となった。
　29 年度の調査対象数は前年と同じく 108 ＪＡ。
このうち、正組合員数は前年度に比べ 1.4％（904
人）少ない 6 万 4,400 人で、全地区で前年度を
下回った。減少率が最も大きいのは留萌（前年比
3.1％減）で、これに対し宗谷（同 0.3％減）、後志（同
0.5％減）、根室（同 0.9％減）などは 1％未満の
減少率となっている。これに対し、准組合員は同
0.9％（2,696 人）増の 29 万 1,663 人で、平成
13 年以来 15 年ぶりの減少となった前年（同 0.7
％減）から一転、再び増加した。ただし、地区別
でみると前年と同様に空知（同 1.2％減）、上川（同
0.4％減）、宗谷（同 0.7％減）の 3 地区が前年よ
り減少しており、残る 9 地区は増加。伸び率が大
きいのは石狩（同 4.0％増）、オホーツク（同 2.3
％増）などとなっている。この結果、総組合員数
は同 0.5％（1,792 人）増の 35 万 6,063 人となり、
前年は 18 年以来 10 年ぶりに減少したが、再び
増加。組合員数に占める准組合員の割合は 81.9％
となり、前年より 0.3 ポイント上昇した。正組合
員戸数は 4 万 6,352 戸で前年に比べ 2.0％（926
戸）減少。減少率が最も大きかったのは空知で前
年比 2.7％減となった。各事業状況を見ると、信
用事業のうち貯金残高は 3 兆 4,896 億 1,600 万
円で前年に比べ 3.3％（1,130 億 1,200 万円）増
加。地区別では、根室が前年比 5.3％、石狩と十
勝が同 4.5％増と高い伸びを示し、全地区で前年
を上回った。一方、貸出金は前年比 3.6％減少し、
貯貸率は前年から 1.6 ポイント減少し 22.1％とな
った。

29事業年度の道内ＪＡの実力
組合員数は再び増加

　協同事業の中心的な役割を担う JA 職員の人事異動が行われ、3 月 1
日発令がなされました。今回の発令は部長職 4 名、課長職 10 名、係長
職 11 名、主任職 10 名、一般職 14 名です。組織の改編に伴う人事の異
動から比較的規模の大きい人事となりました。振興計画の柱の一つとし
ての販売力の強化を念頭に庭先訪問を強化する集荷体制、流通改革では
都市部に移送の農産物搬送は、コンテナ口の他に多品目の荷物も抱合せ
て流通・搬送させコストカットを図る体制とし、流通の改革に努めるこ
とと致します。

JA　人　事　異　動
～ 販売の強化に組織改編 ～

　人事異動【　】内は異動前の部署〈３月１日付〉

( 管理職／部長職 )
総務部部長【営農部部長】 山田　直樹
営農部部長【販売部生産振興課課長】 平間　尚貴
販売部部長【購買部部長】 高橋　　章
購買部部長【総務部部長】 鈴木　勝也

（管理職／課長職）
監査室課長【購買部農業機械課課長】 谷口　朋子
営農部営農支援課課長【購買部生産資材課係長】 佐藤　秀治
販売部農産課課長【販売部販売促進課課長兼務ＪＡびえい販売㈱営業課長】 井上　匡史
販売部青果課課長【営農部営農支援課課長】 江花　光春
販売部経理企画課課長【販売部経理課課長】 神子素賢一
販売部経理企画課課長兼務ＪＡびえい販売㈱営業部長
　【販売部販売促進課課長兼務ＪＡびえい販売㈱営業部長】 鈴木　紀寿
販売部施設物流課課長【共済部推進課課長】 小崎　裕司
販売部施設物流課穀類施設工場長【販売部施設課穀類施設工場長】 小山亜紀夫
販売部付課長ＪＡびえい販売㈱ 出向（営業課長）
　【販売部付係長ＪＡびえい販売㈱出向（営業係長）】 澤田　　謙
購買部農業機械課課長【販売部施設課課長】 髙橋　正明

（一般職／係長職）
総務部管理課係長【監査室主任】 能登谷和紀
金融部経済対策課係長【金融部経済対策課主任】 友田　博明
共済部共済課係長【購買部農業機械課係長】 寺崎　智春
販売部農産課係長【販売部生産振興課係長】 松下　広樹
販売部青果課係長【販売部生産振興課係長】 内田　達也
販売部経理企画課係長【総務部付係長美瑛アグリサポート㈱出向】 武田　光好
販売部経理企画課係長【販売部販売促進課係長】 六鹿　舞子
販売部施設物流課係長【畜産部畜産課係長】 佐原健一郎
総務部付係長美瑛通運㈱出向【総務部付主任美瑛通運㈱出向】 安部　千唱
販売部付係長ＪＡびえい販売㈱出向【販売部付主任ＪＡびえい販売㈱出向】 山田健太郎
販売部付係長ＪＡびえい販売㈱出向【販売部販売促進課係長】 天野　　瑛

（一般職／主任職）
総務部審査・庶務課主任【営農部営農支援課主任】 大谷　麻衣
総務部審査・庶務課主任【総務部審査・庶務課係】 菅　　章貴
共済部共済課主任【共済部推進課主任】 鳥取大二朗
共済部共済課主任【共済部推進課主任】 山本　　悠
販売部農産課主任【販売部生産振興課主任】 長谷　郁人
販売部青果課主任【販売部生産振興課主任】 中家　良太
販売部青果課主任【販売部生産振興課主任】 川﨑　雄作
販売部青果課主任【営農部営農支援課主任】 工藤　優佳
販売部経理企画課主任【販売部経理課主任】 友田　　彩
販売部施設物流課主任【販売部施設課主任】 中村　英司

（一般職）
金融部融資課係【金融部貯金課係】 渡邊星怜奈
金融部貯金課係【金融部融資課係】 太田香緒里
共済部共済課係【共済部推進課係】 髙橋はるか
共済部共済課係【販売部施設課係】 青田　奈々
共済部共済課係【販売部付係ＪＡびえい販売㈱出向】 西舘　優菜
営農部営農企画課係【営農部営農支援課係】 小崎　雅也
営農部営農企画課係【営農部営農支援課係】 大崎　麿鼓
畜産部畜産課係【共済部推進課係】 安原　朋希
畜産部畜産課係【営農部営農支援課係】 大谷　菜月
販売部経理企画課係【販売部生産振興課係】 山口真里奈
販売部経理企画課係【販売部経理課係】 近藤　　舞
販売部施設物流課係【販売部施設課係】 新村　　進
販売部施設物流課係【販売部経理課係】 江口　なな
購買部農業機械課係【畜産部畜産課係】 児玉　翔吾
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■
研
修
７
日
目　

11
月
27
日
（
火
）

　

キ
ャ
ベ
ツ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
圃
場
見

学
。
キ
ャ
ベ
ツ
定
植
中
の
畑
が
あ
っ
た
が
、

定
植
機
が
故
障
し
て
し
ま
い
、
稼
働
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
キ
ャ

ベ
ツ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
収
穫
も
視
察
で

は
、
２
種
類
と
も
収
穫
数
で
価
格
が
決
ま

り
、
木
コ
ン
テ
ナ
に
数
を
数
え
な
が
ら
入

れ
て
い
く
た
め
５
～
６
人
の
作
業
者
が
会

話
も
そ
こ
そ
こ
で
、
黙
々
と
収
穫
し
て
い

る
姿
が
印
象
に
残
っ
た
。

・
フ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム

　

圃
場
の
残
り
半
分
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

方
式
で
カ
ボ
チ
ャ
の
播
種
を
行
っ
た
。
畦

間
１
５
０
㎝
、
株
間
１
５
０
㎝
で
行
っ
た
。

前
日
の
定
植
の
際
に
種
を
水
に
さ
ら
し
て

い
な
か
っ
た
等
の
会
話
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
ダ
ン
カ
ン
氏
が
本
日
の
分
を
水
に
つ

け
て
お
い
て
用
意
し
て
く
れ
て
い
た
。
す

べ
て
植
え
終
え
て
も
２
畝
程
残
っ
た
の
で
、

ダ
ン
カ
ン
氏
が
用
意
し
て
あ
っ
た
カ
ボ

チ
ャ
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
種
を
植
え
て
、
作

豪州タスマニア
真逆の地で学ぶ
ＪＡびえい担い手研修

業
は
完
了
し
た
。

■
研
修
８
日
目　

11
月
28
日
（
水
）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　

圃
場
と
出
荷
施
設
を
見
学
。
８
月
に
定

植
し
た
分
の
収
穫
初
期
で
あ
り
、
２
～
３

日
後
か
ら
フ
ル
ラ
イ
ン
で
動
き
出
す
と
い

う
、
選
別
、
箱
詰
め
の
工
程
を
見
学
し
た
。

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
等
と
違
い
、
収
穫
重
量
に

対
し
て
の
価
格
設
定
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

大
き
い
も
の
を
作
っ
て
収
益
を
上
げ
よ
う

と
す
る
と
茎
も
太
く
な
り
収
穫
し
に
く
く

な
る
の
で
、
数
量
制
が
い
い
と
も
言
う
現

場
の
声
も
聞
け
た
。

　

ハ
ー
ベ
ス
ト
ム
ー
ン
は
タ
ス
マ
ニ
ア

に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
種
芋
会
社
の
代

理
店
と
し
て
の
立
場
も
あ
る
が
、
芋
の
生

産
、
販
売
の
拡
大
に
は
現
状
あ
ま
り
積
極

的
で
は
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
タ
ス

マ
ニ
ア
に
生
息
し
て
い
な
い
た
め
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
本
土
か
ら
の
馬
鈴
薯
の
受
け

入
れ
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

■
研
修
９
日
目　

11
月
29
日
（
木
）

　

こ
の
日
の
午
前
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
氏
の
運

転
す
る
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
Ｔ
Ｉ
Ａ
の
組

織
が
運
営
し
て
い
る
酪
農
試
験
場
へ
向

か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
イ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

(

灌
水)

の
講
義
を
受
け
た
。
タ
ス
マ
ニ

ア
で
は
、
夏
場
の
降
水
量
が
少
な
い
た
め
、

イ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
と
な
っ
て
く

る
。
し
か
し
、
イ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

に
は
か
な
り
の
費
用(

水
代)

が
か
か
っ

て
し
ま
う
た
め
、
雨
水
を
い
か
に
溜
め
る

か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
教
わ
っ
た
。

そ
し
て
、
タ
ス
マ
ニ
ア
で
は
、
各
地
の
土

壌
水
分
保
持
量
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
デ
ー
タ
を
基

に
効
率
的
な
イ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

い
る
。

　

午
後
は
、
タ
ス
テ
フ
に
戻
り
、
生
徒
の

授
業
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　

テ
ー
マ
は
、
水
の
循
環
に
つ
い
て
で

あ
っ
た
。話
し
て
い
る
こ
と
は
、英
語
だ
っ

た
た
め
わ
か
ら
な
い
部
分
も
多
々
あ
っ
た

が
、
黒
板
に
書
か
れ
た
図
を
見
て
い
る
と

若
干
だ
が
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
海

外
で
初
め
て
学
生
と
授
業
を
受
け
た
が
、

先
生
と
生
徒
の
距
離
が
近
く
、
親
し
い
関

係
で
あ
っ
た
。
日
本
の
授
業
風
景
と
異
な

る
部
分
が
多
く
と
て
も
新
鮮
味
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来
た
一
日
だ
っ
た
。

■
研
修
10
日
目　

11
月
30
日
（
金
）

・
ベ
リ
ー
パ
ー
チ

　

午
後
は
昼
食
と
視
察
を
兼
ね
て
ベ
リ
ー

パ
ー
チ
へ
行
っ
た
。
シ
ャ
ー
ニ
ー 

先
生

と
ブ
ロ
ッ
ク
先
生
と
合
流
し
、
昼
食
後

オ
ー
ナ
ー
の
案
内
で
視
察
を
し
た
。
ベ

リ
ー
パ
ー
チ
で
は
14
　

ha
の
面
積
で
イ
チ
ゴ
、

ラ
ズ
ベ
リ
ー
等
を
栽
培
し
て
い
る
。
イ
チ

ゴ
は
毎
年
15
，
０
０
０
株
植
え
て
い
る

が
、
ミ
バ
エ
が
発
生
し
た
た
め
今
年
は
検

疫
の
関
係
で
２
，
０
０
０
株
と
な
っ
て
い

る
。
栽
培
方
法
は
高
設
栽
培
を
行
っ
て
お

り
、
専
用
の
床
土
を
使
用
し
て
い
る
。
土

と
比
べ
る
と
温
ま
る
の
に
12
時
間
か
か
り

生
育
は
３
週
間
遅
れ
る
が
、
こ
の
時
間
差

を
利
用
し
て
計
画
的
に
栽
培
を
行
っ
て
い

る
。
タ
ス
マ
ニ
ア
は
ベ
リ
ー
大
国
に
な
り

つ
つ
あ
る
が
、
価
値
は
下
が
っ
て
き
て
い

る
。
そ
の
た
め
ベ
リ
ー
栽
培
だ
け
で
は
な

く
、
観
光
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
今
後
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
に
も

挑
戦
す
る
予
定
で
あ
る
と
オ
ー
ナ
ー
は

言
っ
て
い
た
。

・
ジ
ェ
イ
ア
ン
ド
ブ
ラ
ン
ド
セ
マ

　

次
に
ジ
ェ
イ
ア
ン
ド
ブ
ラ
ン
ド
セ
マ
へ

行
き
、
生
食
用
ト
マ
ト
の
施
設
栽
培
と
選

果
施
設
の
視
察
を
し
た
。
1.1
　

ha
の
面
積
で

栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
年
間
64
，
０
０
０

㎏
ト
マ
ト
を
出
荷
し
て
い
る
。
栽
培
方
法

は
床
土
を
使
っ
た
栽
培
で
、
床
土
は
２
年
、

苗
は
約
１
年
使
用
す
る
。
日
本
と
大
き

く
違
う
の
は
苗
を
伸
ば
し
続
け
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
温
度

管
理
は
す
べ
て
自
動
で
、
一
日
の
日
光
量

か
ら
気
温
を
算
出
し
加
温
し
て
い
る
。
昼

間
は
霧
状
の
水
と
窓
の
開
閉
で
、
夜
間
は

日
中
に
温
め
た
水
を
パ
イ
プ
に
通
し
使
っ

て
い
る
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
木
片
を
燃
や
す
バ

イ
オ
マ
ス
、
昼
間
は
二
酸
化
炭
素
を
使
っ

て
水
を
温
め
て
い
る
。
収
穫
さ
れ
た
ト
マ
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ト
は
機
械
で
選
別
し
箱
詰
め
さ
れ
た
あ
と

ミ
バ
エ
対
策
で
燻
蒸
消
毒
す
る
。
そ
の
後

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
出
荷
さ
れ
る
。
現
在
、

唐
辛
子
と
パ
プ
リ
カ
の
試
験
栽
培
を
行
っ

て
い
る
。

　

新
規
作
物
も
視
野
に
入
れ
た
試
験
栽
培

を
行
っ
て
い
た
今
回
の
視
察
を
通
し
て
、

現
状
に
満
足
せ
ず
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
姿
勢
を
見
習
う
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

■
研
修
11
日
目　

12
月
３
日
（
月
）

　

ハ
ー
ベ
ス
ト
ム
ー
ン
を
視
察
の
予
定

で
あ
っ
た
が
、
雨
模
様
の
た
め
タ
ス
テ

フ
で
の
授
業
に
変
更
と
な
っ
た
。
当
日
の

変
更
で
あ
っ
た
た
め
、
前
回
受
け
た
授
業

の
続
き
を
ニ
ッ
ク
氏
に
頼
む
手
筈
だ
っ
た

が
、
安
井
氏
よ
り
講
義
を
聞
い
て
い
る
だ

け
で
な
く
前
回
受
け
た
雑
草
や
病
害
虫
の

授
業
に
つ
い
て
、
美
瑛
で
の
自
分
た
ち
の

作
物
に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を

プ
レ
ゼ
ン
を
作
っ
て
、
発
表
し
て
み
て

は
ど
う
か
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
ニ
ッ
ク

氏
の
了
承
が
得
ら
れ
た
。
カ
ボ
チ
ャ
、
馬

鈴
薯
、
ト
マ
ト
に
つ
い
て
美
瑛
で
の
栽
培
、

病
害
虫
、
農
薬
に
関
す
る
簡
単
な
ス
ラ
イ

ド
を
作
成
し
、
安
井
氏
に
英
訳
し
て
頂
き

発
表
す
る
次
第
と
な
っ
た
。
だ
が
、
発
表

資
料
や
内
容
は
全
て
安
井
氏
に
頼
り
っ
き

り
だ
っ
た
の
で
、
英
会
話
を
で
き
る
せ
っ

か
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　

尾
形
氏
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
昨
年

の
作
業
風
景
を
撮
影
し
た
も
の
が
残
っ
て

い
た
の
で
、
カ
ボ
チ
ャ
の
説
明
を
メ
イ
ン

に
行
っ
た
。
反
省
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
自
体

は
簡
素
な
も
の
だ
っ
た
の
で
も
っ
と
事
前

に
準
備
を
し
て
詳
し
く
情
報
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
う
。

　

ニ
ッ
ク
氏
い
わ
く
「
タ
ス
マ
ニ
ア
の
や

り
方
、
状
況
を
教
え
て
い
く
だ
け
で
な
く
、

今
回
の
よ
う
に
美
瑛
か
ら
の
情
報
も
提
示

し
て
双
方
向
で
議
論
で
き
る
よ
う
な
機
会

も
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。」
と
の
意

見
だ
っ
た
。

　

今
回
は
出
発
前
に
月
１
回
、
簡
単
な
英

会
話
を
勉
強
し
な
が
ら
研
修
に
向
け
て
準

備
等
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
時
間

を
使
っ
て
自
分
の
栽
培
品
目
や
圃
場
の
様

子
、
管
理
作
業
や
収
穫
の
様
子
を
デ
ー
タ

と
し
て
作
成
し
て
お
く
機
会
を
設
け
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
た
。

■
研
修
12
日
目　

12
月
４
日
（
火
）

・
ハ
ー
ベ
ス
ト
ム
ー
ン

　

ハ
ー
ベ
ス
ト
ム
ー
ン
へ
行
き
ニ
ン
ジ
ン

の
視
察
を
行
っ
た
。
担
当
者
の
ネ
イ
サ
ン

氏
と
一
緒
に
圃
場
を
ま
わ
っ
た
。
面
積
は

ニ
ン
ジ
ン
が
２
４
０
　

ha
（
契
約
農
家
も

含
む
）、
ベ
ビ
ー
キ
ャ
ロ
ッ
ト
が
10
　

ha
栽

培
さ
れ
て
い
る
。
出
荷
量
は
ニ
ン
ジ
ン
が

14
，
０
０
０
ｔ
、
ベ
ビ
ー
キ
ャ
ロ
ッ
ト
は

３
５
０
ｔ
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
ベ

ビ
ー
キ
ャ
ロ
ッ
ト
は
コ
ス
ト
コ
に
も
輸
出

し
て
い
る
。
２
級
品
は
サ
ラ
ダ
用
に
加
工

さ
れ
る
。
製
品
率
は
60
％
以
上
に
な
る
よ

う
に
目
指
し
て
い
る
。
今
年
の
傾
向
と
し

て
は
低
温
と
雨
量
が
少
な
い
た
め
生
育
が

遅
く
、
病
気
に
よ
る
奇
形
が
多
い
状
況
で

あ
っ
た
。

　

次
に
バ
ー
ニ
ー
周
辺
の
圃
場
を
視
察
し

た
後
、
片
道
２
時
間
か
け
て
ス
タ
ン
レ
イ

ヘ
移
動
。
途
中
昼
食
を
取
り
、
圃
場
へ
到

着
。
こ
ち
ら
で
も
低
温
と
雨
量
が
少
な
い

た
め
生
育
が
遅
れ
て
い
た
。
ま
た
、
カ
ッ

ト
ワ
ー
ム
が
発
生
し
て
い
る
圃
場
が
多

か
っ
た
。
カ
ッ
ト
ワ
ー
ム
は
前
作
が
牧
草

地
だ
っ
た
、
も
し
く
は
牧
草
地
が
隣
接
し

て
い
る
圃
場
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
発
生
し
、

土
の
中
で
作
物
の
根
を
切
っ
て
い
く
害
虫

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
所
々
生
え
切
れ
し

て
い
る
部
分
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

ハ
ー
ベ
ス
ト
ム
ー
ン
へ
戻
る
途
中
ネ

イ
サ
ン
氏
の
家
族
の
畑
へ
行
き
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
の
収
穫
作
業
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。
野
菜
の
加
工
会
シ
ム
ピ
オ
ッ
ト
の

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
２
台
で
収
穫
を
し
て
い
た
。

生
で
食
べ
て
み
る
と
甘
み
が
と
て
も
強
く
、

青
臭
み
が
な
く
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。

　

ハ
ー
ベ
ス
ト
ム
ー
ン
へ
戻
り
、
ベ
ビ
ー

キ
ャ
ロ
ッ
ト
の
選
果
施
設
を
視
察
し
た
。

大
量
の
水
を
使
い
な
が
ら
洗
浄
と
選
別
を

行
い
１
㎏
、
２
㎏
に
箱
詰
め
さ
れ
た
あ
と

シ
ド
ニ
ー
に
出
荷
さ
れ
る
。

　

車
の
中
に
い
る
時
間
が
多
か
っ
た
が
、

帰
り
は
海
沿
い
の
高
台
で
き
れ
い
な
景
色

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
楽
し
か
っ

た
。

■
研
修
13
日
目　

12
月
５
日
（
水
）

　

ハ
ー
ベ
ス
ト
ム
ー
ン
で
終
日
視
察
を

行
っ
た
。
玉
ね
ぎ
を
１
４
３
　

ha
作
付
し
て

お
り
一
般
的
な
玉
ね
ぎ
と
赤
玉
の
２
種
類

で
あ
る
。
日
本
で
は
、
大
玉
の
甘
み
が
あ

る
玉
ね
ぎ
が
主
流
で
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
小
、
中
玉
の
辛
味
の
あ
る
物

が
人
気
で
あ
る
。

　

主
な
出
荷
先
に
は
、
タ
ス
マ
ニ
ア
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ア
ジ
ア
へ
の
輸

出
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
コ
ス

ト
コ
も
輸
出
先
の
１
つ
で
あ
る
。

  

ハ
ー
ベ
ス
ト
ム
ー
ン
で
は
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
種
苗
会
社
の
25
％
の

株
を
保
有
し
て
い
る
た
め
、
タ
ス
マ
ニ
ア

に
適
し
た
玉
ね
ぎ
の
品
種
改
良
も
行
っ
て

い
る
と
教
わ
っ
た
。

　

選
別
ラ
イ
ン
・
貯
蔵
施
設
・
自
走
式
収

穫
機
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
ま
だ
、

収
穫
前
で
あ
っ
た
た
め
、
選
別
ラ
イ
ン
は

稼
働
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
規
模
、
機
械

の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。

　

低
温
施
設
は
、
現
在
出
荷
ま
で
の
一
時

保
管
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
、

タ
ス
マ
ニ
ア
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

年
間
契
約
を
結
び
収
穫
時
期
だ
け
で
は
な

く
、
１
年
を
通
じ
た
出
荷
を
行
い
た
い
、

更
な
る
売
り
上
げ
向
上
を
目
指
し
た
い
と

話
し
て
い
た
。
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64
万
㌧
問
題
、
毎
年
３
億
円
の

基
金
を
原
資
に

　

開
会
に
当
た
り
、
道
南
地
区
て
ん
菜
振

興
協
議
会
の
松
尾
会
長
は
、
昨
年
９
月
の

台
風
21
号
お
よ
び
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る

農
業
被
害
に
触
れ
、
一
方
で
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
頂
い
た
生
産
者
の
成
果
を
聞
い

て
、
若
い
人
や
周
り
の
人
の
中
か
ら
、
一

人
で
も
多
く
自
分
も
ビ
ー
ト
を
つ
く
り
た

い
と
い
う
人
が
出
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
」
と
述
べ
、
加
糖
調
製
品
か
ら

の
調
整
金
の
一
部
を
活
用
し
て
毎
年
３
億

円
の
基
金
造
成
の
仕
組
み
が
で
き
、
64
万

㌧
問
題
に
一
定
の
前
進
が
図
ら
れ
た
こ
と

に
対
し
、「
面
積
や
産
糖
量
が
オ
ー
バ
ー

し
た
と
き
に
、
今
後
は
こ
れ
を
原
資
に
し

て
北
海
道
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
農
水
省
に
は
今

回
、
有
難
い
制
度
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
。

今
ま
で
の
面
積
調
整
な
ど
に
こ
だ
わ
ら

美
瑛
で
「
高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会
」

ず
、
て
ん
菜
を
輪
作
体
系
の
一
環
と
し
て

経
営
の
柱
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
、
適
正
輪
作
を
踏
ま
え
た
て
ん
菜
の
積

極
的
な
作
付
け
推
進
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

生
産
者
に
理
解
求
め
る
調
整
金
の

累
積
差
損

　

て
ん
菜
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
報

告
し
た
中
谷
課
長
補
佐
は
、
昨
年
12
月
30

日
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
発
効
に
合
わ
せ
て
施
行
さ

れ
た
改
正
糖
価
調
整
法
に
基
づ
き
、
コ
コ

ア
調
製
品
や
加
糖
あ
ん
な
ど
の
加
糖
調
製

品
が
新
た
に
調
整
金
の
対
象
と
な
っ
た
が
、

こ
れ
を
砂
糖
の
国
内
支
援
に
充
当
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
砂
糖
の
価
格
が
引
き
下
げ

ら
れ
、
ひ
い
て
は
競
争
力
強
化
に
つ
な
が

る
と
説
明
。
一
方
、
調
整
金
収
支
は
赤
字

が
続
い
て
お
り
、
累
積
差
損
は
29
砂
糖
年

度
末
で
２
１
６
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

今
後
調
整
金
の
収
入
源
で
あ
る
輸
入
粗
糖

な
ど
の
輸
入
量
が
減
少
し
、
国
内
生
産
が

拡
大
す
る
と
「
調
整
金
収
支
が
赤
字
に
な

り
や
す
い
状
況
に
な
る
。（
収
入
と
支
出
の
）

バ
ラ
ン
ス
が
重
要
」
と
指
摘
。
赤
字
解
消

に
向
け
た
努
力
の
継
続
に
つ
い
て
生
産
現

場
に
も
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
道
中
央
会
は
、
農
水
省
、

精
糖
工
業
会
、
糖
業
を
含
め
た
昨
年
３
月

の
４
者
合
意
に
よ
り
、
て
ん
菜
関
係
者
に

と
っ
て
「
長
年
の
悲
願
」
で
あ
っ
た
64
万

㌧
問
題
が
大
き
く
前
進
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
れ
ま
で
の
経
過
を
含
め
て
報
告
し

た
上
で
「
前
進
は
し
た
が
、
残
さ
れ
た
課

題
も
あ
る
」
と
述
べ
、
64
万
㌧
を
超
え
た

場
合
の
品
代
に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
や

原
料
糖
の
引
き
取
り
問
題
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
糖
業
と
協
力
し
な
が
ら
、
農
水
省

に
行
司
役
を
務
め
て
も
ら
い
つ
つ
、
解
決

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
を
示
し
ま

し
た
。砂

糖
消
費
拡
大
に
生
産
者

拠
出
検
討
も

　

同
時
に
、
こ
う
し
た
課
題
の
根
本
に
は

砂
糖
の
消
費
量
減
少
が
あ
る
と
し
、
砂
糖

に
替
わ
っ
て
消
費
を
伸
ば
し
て
い
る
加
糖

調
製
品
や
異
性
化
糖
、
高
甘
味
度
人
工
甘

味
料
に
対
す
る
何
ら
か
の
働
き
掛
け
と
併

せ
、
関
係
者
と
連
携
し
て
消
費
拡
大
運
動

を
強
化
し
て
い
く
必
要
性
を
強
調
。
精
糖

工
業
会
が
取
り
組
む
「
シ
ュ
ガ
ー
チ
ャ
ー

ジ
」や
農
水
省
が
始
め
た「
あ
り
が
糖
運
動
」

と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
し

て
も
砂
糖
類
や
飲
料
、
菓
子
な
ど
の
商
品

取
り
ま
と
め
購
買
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
を
報
告
し
、
次
年
度
か
ら
は
本
格
的
な

消
費
拡
大
対
策
の
実
施
に
向
け
、
生
産
者

拠
出
も
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

後
半
の
技
術
情
報
で
は
「
２
０
１
９
年

の
て
ん
菜
病
害
防
除
」
と
し
て
、
道
総
研

中
央
農
試
病
害
虫
予
察
診
断
グ
ル
ー
プ
の

山
名
利
一
主
査
が
、
主
な
病
害
に
対
す
る

防
除
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
、
従
来
は
「
て

ん
菜
西
部
萎
黄
病
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
病

害
に
つ
い
て
、
ホ
ク
レ
ン
農
総
研
の
調
査

で
ウ
イ
ル
ス
が
異
な
る
こ
と
が
判
明
し
「
て

ん
菜
黄
化
病
」
に
病
名
が
変
更
さ
れ
た
こ

と
な
ど
を
報
告
。
ま
た
、
北
農
研
セ
ン
タ
ー

生
産
環
境
研
究
領
域
寒
地
気
候
変
動
グ

ル
ー
プ
の
廣
田
知
良
グ
ル
ー
プ
長
が
、
近

年
の
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
て
ん
菜
栽
培

へ
の
影
響
な
ど
を
紹
介
し
て
終
了
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　

　

　

道
て
ん
菜
協
会
が
主
催
す
る
「
高
品
質

て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会
」
が
２
月
１
日
、

美
瑛
町
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
上

川
地
区
の
生
産
者
や
糖
業
関
係
者
な
ど
約

２
０
０
人
が
出
席
。

農
水
省
政
策
統
括

官
付
地
域
作
物
課

の
中
谷
課
長
補
佐

が
て
ん
菜
を
め
ぐ
る
事
情
」
と
題
し
、
て

ん
菜
を
取
り
巻
く
情
勢
や
２
年
目
と
な
る

「
畑
作
構
造
転
換
事
業
」（
平
成
30
年
度
補

正
予
算
）
の
変
更
点
な
ど
を
説
明
し
た
ほ

か
、
Ｊ
Ａ
道
中
央
会
が
糖
価
調
整
法
改
正

に
伴
う
制
度
変
更
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
解

説
。

　

て
ん
菜
に
と
っ
て
最
大
の
懸
案
だ
っ
た

「
64
万
㌧
問
題
」
の
前
進
と
併
せ
て
、
引

き
続
き
原
料
糖

の
流
通
問
題
の

改
善
や
砂
糖
の

消
費
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
く
姿
勢
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
洞
爺
湖
町
を
皮
切
り
に
、

２
月
１
日
美
瑛
町
、
５
日
清
水
町
、
６
日

北
見
市
の
全
道
４
ヵ
所
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

糖
価
調
整
制
度
の
変
更
点
や

　
　

消
費
拡
大
対
策
な
ど
説
明



　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
児
童
養
護
施
設

か
ら
の
卒
業
を
控
え
た
高
校
生
を
対
象
と
し
た

調
理
実
習
体
験
「
お
と
な
の
食
育
」
を
札
幌
市

内
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
自
立
支
援
活
動
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
興
正
こ
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
て
お
り
、
今
回
で
６
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
生
徒

が
多
く
、
施
設
か
ら
巣
立
っ
た
後
も
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
た
食
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
、
健

康
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
高
校
生
10
名
が
参
加
し
、
身
体
に

必
要
な
栄
養
素
や
食
材
の
消
費
・
賞
味
期
限
な

ど
食
の
知
識
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
は
、
調
理
実

習
に
挑
戦
。
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
役
割

分
担
を
し
、
協
力
し

て
楽
し
く
料
理
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
と
ホ
ク
レ
ン
は
労
働
力
確
保
が
深
刻
に

な
り
つ
つ
あ
る
生
産
現
場
と
、
障
が
い
者
の
社

会
参
加
を
希
求
す
る
福
祉
側
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
目
指
す
農
福
連
携
研
修
会
を
昨
年
12
月
、
札

幌
市
内
の
ホ
ク
レ
ン
ビ
ル
で
開
き
ま
し
た
。
大

学
研
究
者
や
実
際
に
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い

る
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
の
他
、
北
海
道
庁
職
員
ら
70

人
余
り
が
参
加
。
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
農

福
連
携
の
実
現
に
向
け
た
課

題
と
、
今
後
の
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
地
域
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
、
野
球
観
戦
を
通
じ
て
子
供
達

に
夢
や
希
望
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

「
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
・
ド
リ
ー
ム
シ
ー

ト
」
に
協
賛
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
福

祉
団
体
を
通
じ
て
１
，
２
０
０
名
余

り
の
子
供
達
を
招
待
し
ま
し
た
。

　
「
初
め
て
野
球
の
試
合
を
見
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。」「
声
が
か
れ
る
ほ

ど
応
援
し
ま
し
た
。」
等
の
感
想
を

い
た
だ
き
、
多
く
の
子
供
達
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、『「
こ
ど
も
共
済
」
資
料
請

求
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
で
「
こ
ど
も
共
済
」
の
資
料
を
ご
請
求

い
た
だ
い
た
方
に
、『
Ｊ
Ａ
共
済
オ
リ
ジ
ナ
ル

　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
お
食
事
エ
プ
ロ
ン
』
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
お
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
平

成
31
年
３
月
20
日(

水)

ま
で
で
、
先
着
６
０
，

０
０
０
名
様
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
Ｊ
Ａ
共
済

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク

セ
ス
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な

啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報

誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お

り
、
様
々
な
医
療
・
健

康
情
報
を
発
信
し
て
お

り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン

7
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☆
当
選
者
は

太　

田　

キ
ク
子
さ
ん

遠　

藤　

洋　

子
さ
ん

角　

田　

昭　

子
さ
ん

保　

田　

美　

里
さ
ん

井　

川　

公　

子
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
春
の
山
菜
の
一
つ
。
ス
ギ
ナ
の
胞

子
茎
で
す

②
和
・
―
―
―
・
中
の
料
理
が
味
わ

え
る
レ
ス
ト
ラ
ン

③
絵
の
具
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
と
き
に

使
う
板

④
開
店
祝
い
に
胡
蝶
（
こ
ち
ょ
う
）

―
―
―
を
贈
っ
た

⑤
水
が
湧
き
出
て
く
る
所

⑦
奈
良
県
の
桜
の
名
所

⑩
あ
ま
り
飾
り
気
が
あ
り
ま
せ
ん

⑫
北
海
道
で
生
ま
れ
た
馬
や
人
を
こ

う
呼
び
ま
す

⑬
火
の
な
い
所
に
―
―
―
は
立
た
ぬ

⑭
米
寿
は
数
え
88
歳
の
お
祝
い
、

―
―
―
は
77
歳
の
お
祝
い

⑰
「
！
」
は
感
嘆
符
、「
？
」
は
―

―
―
符

⑲
は
さ
み
を
振
り
つ
つ
横
歩
き

⑳
一
、十
、百
、千
、
―
―
―

②
お
酒
に
の
ま
れ
て
い
る
人

⑥
先
祖
の
冥
福
を
祈
り
、
追
善
―
―

―
を
行
っ
た

⑧
眼
鏡
の
フ
レ
ー
ム
に
は
め
ま
す

⑨
両
手
と
両
足
の
こ
と

⑩
彼
は
質
問
に
―
―
―
な
く
答
え
た

⑪
首
の
前
部
に
あ
る
出
っ
張
り

⑮
牧
場
の
周
り
に
よ
く
立
て
ら
れ

て
い
ま
す

⑯
踏
む
こ
と
で
よ
く
育
つ
穀
物

⑱
楽
し
い
と
す
ぐ
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す

⑳
阿
寒
湖
の
物
は
特
別
天
然
記
念
物

㉑
一
角
獣
と
も
呼
ば
れ
る
想
像
上

の
生
き
物

Ａ
→
Ｄ

『
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
』
で
し
た

3

【全体運】グンと視野を広げられそう。興味のある
セミナーを受けたり、体験教室に参加したりする
と、新発見があるかも

【健康運】運動を習慣化することで、良い変化あり
【幸運を呼ぶ食べ物】アオヤギ

【全体運】ストレスを感じやすい時期です。背伸び
をせず、着実な一歩を重ねていくのが◎。気晴ら
しには陶芸がお勧め

【健康運】睡眠が不足気味。質を高める努力が大事
【幸運を呼ぶ食べ物】クレソン

【全体運】運が味方してくれる好調期。やりたいこ
とがあるなら、あれこれ考えず、思い切って飛び
込んで。海外にもつき

【健康運】上々。整体などで体のバランスを整えて
【幸運を呼ぶ食べ物】ワケギ

【全体運】 思い込みが失敗を招く原因になりがち。
柔軟な発想を心掛けて。リラックスするには好き
な香りの入浴剤が最適

【健康運】ゆったり構えて過ごすのが健康の秘訣に
【幸運を呼ぶ食べ物】シイタケ

【全体運】小さなミスを連発しやすいよう。慣れて
いる作業でも確認を忘れずに。周囲のアドバイス
には謙虚に耳を傾けて

【健康運】運動することで、より健康に近づけます
【幸運を呼ぶ食べ物】パセリ

【全体運】気持ちが不安定になる気配。身の回りを
片付けると気持ちが落ち着くので、試してみて。
念入りな掃除も効果大

【健康運】体力過信はNG。定期的に休息をとって
【幸運を呼ぶ食べ物】タイ

【全体運】前向きな気持ちになれます。ためらって
いたことにも積極的に取り組めば、好変化が。自
己アピールも成功の兆し

【健康運】体をいたわって。無理なダイエットは×
【幸運を呼ぶ食べ物】ズワイガニ

【全体運】感情的になりやすい期間。特に家族など、
身近な人に口うるさくしないよう、冷静に。開運に
は手料理を作って

【健康運】 健康を気にし過ぎ。気楽に考えましょう
【幸運を呼ぶ食べ物】セリ

【全体運】人との交流からうれしい刺激をもらえ
る予感。普段付き合う機会の少ない相手ほど、斬
新な驚きを与えてくれそう

【健康運】運動するのに良い月。何か目標を立てて
【幸運を呼ぶ食べ物】カブ

【全体運】何事も急がず、マイペースにやることで、
物事がスムーズに運ぶはず。結果より、充実感を
優先するとグッド

【健康運】胃腸に優しい食事にすると運気好転へ 
【幸運を呼ぶ食べ物】シラス

【全体運】自信が芽生える星回り。さまざまな分野
に挑戦したくなるので、動いてみて。意見やアイ
デアの発表も正解

【健康運】話題の健康法に注目を。体質に合いそう
【幸運を呼ぶ食べ物】ワカメ

62

注！ハガキは62円です
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【全体運】珍しく優柔不断になりやすい月 。1 人
で悩まず、信頼できる人に相談を。半身浴や足裏
マッサージが幸運

【健康運】平穏。ただし、食べ過ぎは体重増の原因に
【幸運を呼ぶ食べ物】オレンジ
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あたらしいチーズケーキ
はじめて出会う味、配合、素材使い

決定版
和の薬膳食材手帖

ミニ枯山水の世界
心が整う禅の庭づくり

武　鈴子　著
■ 1,404 円（税込）

きんぴらごぼうや塩むすびなど普段食
べている和食が
実は立派な薬膳
料理。本書では
180 種の食材と
効能・効果をわ
かりやすく解説。
体質に合わせた
食べ方や調理の
コツ、他素材と
の効果的な組み
合わせも紹介。

枡野俊明　著
■ 1,836 円（税込）

部屋の中で作れる手軽な『ミニ枯山
水』。禅の思考法
などのベストセ
ラーを多数執筆し
庭園デザイナーで
もある建功寺住職
の著者が、作り方
と作法、楽しみ方
を詳しく解説。枯
山水を作ることで
心が整い癒され
る。

中川たま・長田佳子・田中博子・
吉野陽美・今井ようこ・鶴見昂　著
■ 1,620 円（税込）

定番人気のお菓子・チーズケーキを、
人気のお菓子研
究家やパティシ
エたちがそれぞ
れの味や配合で
見事にアレンジ。
個性あふれるレ
シピの競演。ス
パイス系や乳製
品不使用のもの
など、あたらし
い世界が広がる。

「 千 草 焼 き 」

材料（ 4 人分）作り方

マス（サーモンでも可）	 60g×4
長ネギ	 1 本
ニンジン（小）	 1/2 本
パプリカ	 1 個
シメジ	 1パック
西京みそ	 大さじ1と1/2
マヨネーズ	 大さじ1
塩・こしょう	 適宜
サラダ油	 適宜

※野菜は全て細切り

⑴マスに薄塩を振り1時間置き、サラダ油をひいたフライ
パンで両面を焼いておく。

⑵⑴のフライパンに細切り野菜を全て入れサッと炒め、軽
く塩・こしょうを振り、ボウルに入れ、西京みそとマヨネー
ズであえる。

⑶マスに⑵を載せ180度のオーブンで8～ 10分ほど焼
き、器に盛り付け、ゆでたナバナ・ビーツの葉（材料
外）など彩りをお好みで添える。

ち 　 ぐ さ
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アルーダJAびえい

研修センター　
☎92-0588　ＦＡＸ92-3914

「売りたい遊休農機」「買いたい中古農機」
ありませんか？

　中古農機常設展示場『アルーダＪＡびえい』では、
２０１9 年のオープンフェアを 4 月 3 日（水）に開
催いたします。
　オープンに向けて皆様の「売りたい中古農機」「買
いたい中古農機」の情報を収集し、より一層の流通促
進を図りたくご協力お願い致します。
　なお、お申込は、別紙折込の申込書でも受付致して
おりますのでＦＡＸでお申し込み下さい。
　詳しくは研修センターまでお問い合わせ下さい。

家族みんなで取り組もう
農 作 業 安 全！！

研修センター　☎92-0588

平成 30 年度　農作業事故発生状況
（農業労災対象申請分）

平成 30 年 2 月 1 日～平成 31 年 1 月 31 日（1 年間）

◎農作業事故件数　23 件（特別加入 13 件、出面
10 件）前年 16 件（特別加入
12 件、出面 4 件）

　上記事故件数の内
　　　　　　　　　入院 4 件（特別加入 2 件、出面

2 件）
　　　　　　　　　前年　入院 5 件（特別加入 4 件、

出面 1 件）
◎事故発生状況　　挟む・巻き込み 3 件、強打 1 件
　　　　　　　　　転落 7 件、その他 1 件、
　　　　　　　　　家畜による事故 4 件

農 機 協

アルーダ出品の
新ルールが始まります

研修センター　☎92-0588

①　機械は出品前に動作状況の確認をしてください
②　欠品・破損等は必ず申告をお願い致します
③　出品機に重大な欠陥があった場合は出品者の負

担となる事があります
④　洗浄されていない機械につきましては出品をお

断りしております
⑤　建機・リフトの出品には、売買成立後に、一般

社団法人日本建設機械工業会統一譲渡証明書が必
要となります。出品前にご確認願います

⑥　出品をされる場合必ず事前にアルーダ担当ま
でご連絡をお願い致します

⑦　出品期間は 3 月下旬から 11 月上旬までにな
ります（冬物商品は 11 月上旬から 3 月中旬ま
でになります）

⑧　廃棄処理される場合処分料がかかる場合があり
ます

搬入・搬出について
平日 9：00 ～ 16：00 までご来場をお願い致
しております
土日祭日は休業です、ご協力を宜しくお願い致
します。
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第64回 地区懇談会日程表について  平成31年３月11日（月）・13日（水）
   日

区分

３月11日㈪ AM9時～12時 ３月11日㈪
PM1時30分～４時30分（一部夜開催） ３月13日㈬ ＡＭ９時～ 12 時

集落または農事組合名 開催場所 集落または農事組合名 開催場所 集落または農事組合名 開催場所

１班 水沢平誠会Ａ、
水沢平誠会Ｂ

水沢
行政区会館

PM6:00 ～
北瑛農事組合

北瑛
行政区会館 大村農成会 大村会館

２班
瑠辺蘂第４、共和、第１
瑠辺蘂第２、第３、平和、
北斗、栄進

ルベシベ
集落センター

PM6:00 ～
新星Ａ班、新星Ｂ班、
新星Ｃ班、新星Ｄ班

新星農政推進　　　　　　　
センター 福富・三愛農事組合 三愛

行政区会館

３班 上精美、下精美、
置杵牛中央、置杵牛協英

置杵牛
行政区会館

PM6:00 ～
旭農事組合 旭いこいの家 新向会 新区画　　　　　　　　　　　　

行政区会館

４班 下宇莫別農事組合
明治町内会 下宇寿の家 二股町内会 二股総合会館 美馬牛第２、旭新町内会、

美馬牛第１、美馬牛大成

美馬牛
転作組合　　　　　　　
研修施設

５班 俵真布町内会 俵真布　　　　　　　　　　　　　
行政区会館 朗根内農事組合 朗根内寿の家 横牛農事組合 横牛

第２会館

６班 藤野第１、　藤野東和、　
藤野協成

藤野
行政区会館

赤羽、中宇農事組合、
上宇莫別町内会

旧宇莫別
小学校 原野農事組合、原野５線 原野会館

７班

美瑛共和、美沢共生、
美沢共立、美沢希望、
美沢新生、美沢早崎、
美沢美生、美沢川向集落会

美沢
行政区会館 美田町内会、美田・夕張 美田

稲転研修所
五稜農友会１班・２班、　
五稜第１ 五稜会館

現在ご加入の保障内容はご存知ですか？

特にこんな“タイプ”はすぐにご相談ください。

１０年ごとに掛金（保険料）が上がる更新型タイプ…
　「更新後、いったいいくらになるの？」
　「払込総額はいくらになるの？」

いちから知りタイプ…
　「私の共済（保険）、なんだっけ？」
　「掛金（保険料）が高すぎる気がするけど？」

現在ご加入されている共済（保険）の内容がわかる証書（証券）等をご準備のうえ、
ご連絡ください。

共済課　☎68-7017

営農部　☎68-7014

共済（保険）の無料保障点検実施中
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■ 2 月半ばからハウスのビニールがけに共同作業で汗を流す生産者、農業所
得税の申告作業など営農の準備に余念がない。いよいよ本格的な作業が始まる。
今年は北極付近の寒気がシベリア付近にたまり、これが塊になって放出されて
北海道に覆いかぶさり日中でも零下の気温が続いた。春先によく耳にする言葉
が「三寒四温」で北国に住む者にとって厳しい冬に別れを告げる時期の到来に、
安堵の心で満たされる。もう関西付近から花便りとともに桜の開花の知らせも
届く。いつもより一月も早い開花が報じられる地域もあるが、単なる「狂い咲
き」程度の異変であってくれればいいと思う。気候に「異常は必要でない、平
穏であればいいと思う」■先日の新聞報道で外国人労働者の活躍を期待する分
野を 7 自治体に尋ねたところ農林漁業が 65％との記事が紹介されていた。労
働者確保も先決の問題であるが、1 次産業の発展に不可欠なのは、担い手の育
成と次代を背負う若者の育成である。国や道などの行政は覚悟を持って取り組
む政策的な課題ではないだろうか。

730 人

1,899 人

265 億 42 百万円

78 億 07 百万円

 11 億 22 百万円

44 億 09 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 31 年 1 月末）

発生件数　　1 件（  0 件）　《0 件》
　　負傷　　1 人（  0 人）　《0 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《0 人》
（　）は 31 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（2 月 20 日現在）
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5日（火）　タスマニア州政府との調印式

8日（金）　百合根生産部会定期総会

11日（月）　第 64回地区懇談会（13日）

12日（火）　ＪＡグループ国産農畜産物商談会

18日（月）　上田敏光氏宇都宮賞受賞祝賀会

19日（火）　新農業人研修修了証書授与式

第10回理事会　1月31日（木）

第11回理事会　2月15日（金）

■議案審議事項
議案第１号　平成 31年度運営方針及び部門別方針（案）について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　信用事業における振込手数料の追加設定について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　平成 31年度販売・購買手数料率の設定について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　平成 31年度経営定期点検実施計画書の策定について
・原案どおり承認されました。
議案第５号　平成 31年度ＪＡ内部監査に係る年間計画書の策定について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①平成 31年度振興対策組合員の解除及び通知について
②第 64回地区懇談会の開催要領について
③退職職員に対する退職功労金・弔慰料・慰藉料について

■議案審議事項
議案第１号　行政庁検査に係る指摘事項改善、対応状況報告について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　平成 30年度決算に係る監事会・全国監査機構提出の決算関

係書類原案の承認について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　平成 31年度事業計画について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　リスク管理債権に係る対応方針について
・原案どおり承認されました。
議案第５号　信用事業における利益相反取引について
・原案どおり承認されました。
議案第６号　規程類の一部変更について
・原案どおり承認されました。
議案第７号　出資の減口について
・原案どおり承認されました。
■協議事項　　①規程類の全面改訂について
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おめでとう！優良賞


